コレクター　鈴木常司　「美へのまなざし」
第III 期　杉山　寧とポーラ美術館の絵画
　　箱根・千石原の「ポーラ美術館」では、ポーラ創業者二代目故「鈴木常司」（1930〜2000）が、40数年をかけて収集した総数9,500点に及ぶ西洋絵画・日本絵画をはじめ、近現代の日本画・版画・彫刻・東洋陶器・ガラス工芸など多岐にわたる、質量ともの日本最大級の規模を誇るコレクションの展覧会が開催（2013.3.1.〜7.7）されている。
　開館10周年を記念する今回の第III期の展覧会は「杉山寧」(1903〜1993）の作品の特集展示で、画伯の1960年から晩年に至るまでに制作された「437作品」の中から、名作＜水＞（1965年）、＜洸＞（1992年）、＜薫＞（1975年）（ポスター）など約「20点」が展示され、多くの美術ファンで賑わっている。
　西洋絵画は、19世紀フランス印象派やエコール・ド・パリの作品に20世紀の作品を中心に、モネ：＜睡蓮の池＞、ピカソ：＜海辺の母子像＞、スーラー：＜グランカンの干潮＞、レオナーフ・フジタ：＜誕生日＞などが見物である。
　新緑に囲まれた静かな美術館で、世界の名作に出逢い、”自然と美術の美しい競演“を楽しんではいかがでしょうか。
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